
僕の子供の頃の夢は漫画家とプロレスラーでした。　２０歳の頃は放送作家を夢見ていたこともあります。　まあ色々あってそれらの夢
は諦めてしまったのですが、今は歯科技工士という枠の中で、ざまざまな夢を見て追い続けています。 

中学と高校の同級生の野球部のK君は、甲子園オタク＆野球の審判マニアでした。 

僕は全く野球に興味が無かったのですが、よく審判のモノマネを見せられたのを覚えています。 

僕の通っていた高校は決して野球の強豪校とは言えず、もちろんK君も甲子園出場の夢は叶いませんでした。 

そんなK君は高校卒業後、縁あって高校野球の審判員になります。 

そしてプレーヤーとしては出場できなかった甲子園に、審判として出場することとなりました。 

K君はある意味「夢」を叶えたわけです。 

そんなK君も今年の夏を最後に甲子園の審判を引退することとなりました。 

ただ、K君の「プレーヤー」としての夢は彼の息子さんに受け継がれることとなります。 

彼の息子さんは小学校時代から野球で頭角を現し、関西大学に進んで絶対的なエースとして活躍し、ついには全日本の代表ピッチャーに
なります。　そして先日のプロ野球ドラフトで、４球団から1位指名されました（交渉権は中日が獲得）。 

もしかしたら遠くない将来、メジャーに行って大谷選手と対戦する姿が見られるかもしれません。　 

金丸夢斗選手の今後に大きな期待と夢が膨らみ、ワクワクが止まりません！！ 

同じく高校の同級生のN君は非常に個性的な男で、彼は「目標と夢の達成」には手段を選ばない人でした。 

Fさんという女生徒がいたのですが、非常にキツい性格でいつも僕とN君はつらく当たられてて、見た目も我々が好きではない外見をし
ており、我々はFさんが大っ嫌いでいつも彼女の文句を言っていました。 

しかしある時から、なぜか急にN君はFさんにすり寄りだしたのです。 
「なんであんな女にすり寄るねん！」という僕に「いや～よく見たら可愛いと思って～～」とよくわからない返事をするN君。 

ある日曜日、家でテレビを見ていたら急にN君が家にやって来て「歌を歌うから録音してほしい」と言うのです。 

その頃僕はアルバイトで貯めた金を奮発して『MTR』という多重録音できる機械を買ったのですが、どうやらその噂を聞きつけて来た
みたいでした。 

ブルーハーツの「夢」という曲を録音したいというN君のために、僕はリズムマシンという機械でドラムパートを打ち込み、ベースとギ
ターも僕が弾いて録音して歌はN君が歌い、それをカセットテープにダビングしてN君に渡してあげました。 

「ありがとう！！！」と言ってN君は満足げに帰っていったのですが、 

その時僕はN君の壮大な計画を知るよしも無かったのです・・・！！！ 
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